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 ゲスト卓話「自分が強いだけじゃダメ The Path of life ～歩んできた道を振り返って～」      

                       住友生命保険 相互会社 小松支部 橋本 美智代 様                               

例会場：〒９２３－０８６８ 石川県小松市日の出町４－９３  
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 「奉仕しよう みんなの人生を 

                 豊かにするために」 

８月のロータリーレート １ドル １１０円 

【会長挨拶】 

 ９月１日は「防災の日です」これは昭和３５年に制定されたもので、１９２３年９月１日

に発生した関東大震災に鑑み、広く国民が台風、高潮、津波、地震等の災害についての認識

を深めこれに対処する心構えを準備する」として制定されました。そして９月１日からの１

週間は防災週間として防災訓練等のさまざまな国民運動が行われる時期でもあります。石川

県でも毎年、大規模な防災訓練が市町の持ち回りで行われていますが、ここ数年は台風やコ

ロナで規模縮小もしくは中止されています。災害発生時においては「避難」を余儀なくされ

ることもありますが、この「避難」をめぐって多くの自治体で難儀していることがありま

す。そのひとつに「ペットとその飼い主さんの避難」があります。例えば地震が発生して、

長期間、非難する必要が生じたときに、飼っている動物をどうするのかといった問題です。現在、災害時に飼い

主がとるべき行動はペットとともに避難する「同行避難」であるとされています。決して自宅に動物をおいて避

難しないでくださいと、動物の監督庁である環境省は提唱しています。この言葉の意味は、「災害が起きたとき

に、飼い主とペットが同行し、安全な避難所まで避難すること」をいいます。 



【編集】会報広報委員会 

※ご意見等がございましたら、当クラブ会報広報委員までお申し出下さい。 

Rotary  Club  of Rotary  Club  of   Komatsu City  NewsKomatsu City  News 

「小松シティＲＣ ニコニコボックス ゲスト卓話御礼・誕生祝い・その他」 
  

・鈴木隆史「住友生命保険 相互会社 小松支部 橋本美智代 様、本日はお忙しい中、当クラブにて卓話を有難うござい 

                 ました。ウチの娘たちにも是非聞かせたい内容でした。米山奨学生 包海清 さん、せっかくの留学生活も 

      コロナ禍で出かけられませんが、研究頑張って下さい。９月誕生日を迎えられる会員の皆様、おめでとう 

      ございます！」 

・河北和則「米山奨学生 包海清 さんのご成功祈っております。住友生命保険 相互会社 小松支部 橋本美智代様、ご来 

      訪感謝致します。バレーボール実業団の貴重なお話有難うございました。保険業界というハードな世界で 

      もご活躍されること期待しております。お誕生日の角谷会員、安田会員おめでとうございます。」 

・山崎秀雄「米山奨学生 包海清さん、近況報告ありがとうございます。９月の誕生祝いの方おめでとうございます。 

      ゲスト卓話 住友生命 橋本美智代様、バレーボールの試練良くわかりました。今後もバレーボール業界に 

      励んで下さい。サッカーの看板ではその節お世話になりました。今後宜しくお願い致します。」 

・杉本隆「住友生命保険 相互会社 小松支部 橋本美智代様、本日はお忙しい中卓話有難うございました。９月誕生の皆 

     様、おめでとうございます。」 

・角谷治男「橋本様、本日は有難うございました。これからの益々のご活躍をお祈り致します。誕生日プレゼント有難 

      うございました。」 

・河原真人「９月誕生日の皆様、おめでとうございます。良い一年となりますようお祈りしております。米山奨学生 

        包さん、大変な時期ですが、頑張って下さい。橋本さん、サラリーマン時代はご苦労されておられたので 

       すね。半沢直樹はドラマ面白かったですが、現実は大変ですよね。ここから先の人生に於いて、お仕事頑 

       張って下さい。」 
                                                                   （順不同・敬称略） 

 

【米山奨学生９月近況報告】～米山奨学生 包 海清 さん～ 
 

【幹事報告】 

・ガバナー月信９月号 

・ロータリーレート ９月１ドル＝１１０円 
              

【９月誕生祝い】 

・安田和夫会員（9/5）・角谷治男会員（9/10） おめでとうございます！！ 

あくまでも避難所までペットと同行して避難することを指し、避難所で同室内で過ごすことは、諸所の理由から

できません。日本では阪神淡路大震災、東日本大震災、新潟県中越地震、熊本地震等の地震だけでも多くの災害

を経験しておりますが、その時どきにもこの同行避難後の事が問題視されています。同行避難しても動物と一緒

には、公民館や体育館等の避難所には入れてもらえず、ほとんどの人は避難所や公園の軒下で動物とともに車や

テント等で生活するというのが現実です。これは社会的な立ち位置が認知されている、盲導犬に対しても例外と

ならない場合もあります。県や獣医師会による動物のためのフードやペットシーツ等の生活資材の配給が始まる

のが約３日後からですので、動物の飼い主は被災後約３日後の７２時間は自力で生き延びる必要があります。も

し石川県内で大規模災害が発生したら、やはり同様な事態になること必須です。なぜなら災害直後は自治体自身

が被災者となり、初動は災害発生後ただちにとはできないためです。「備蓄」という言葉がありますが、これは

人だけには当てはまらず、飼い主は自分の飼っている動物が３日間生き延びられるのに必要なフード、衛生資

材、水、抗生剤や胃腸薬のような薬の「備蓄」が必要です。ちなみに鈴木家では２頭の犬と２頭の猫分の備蓄を

行っており、毎年防災週間時に資材の入れ替えを行っています。石川県は白山の恩恵で災害が少ない印象があり

ますが、本当にそうなのでしょうか？気象庁の火山観測データを見ますと、２０１８年１１月２９日に３７０回

の地震が観測され、２０２０年中にも２００回を超えた日が数日ありました。これは決して安心できる数値では

ないように思います。ぜひ、みなさんもこの機会に我が家の防災について考えてみてください。 


